
番号 推薦区域 氏　　名 年齢 性別 職業 経　　　歴 農業経営の状況
同時
応募の
有無

推薦を受けての抱負 推薦者名／組織名 推薦する理由

1 久保 岩崎
イワサキ

　純一
ジュンイチ

61 男 農業

Ｓ58.3　岩手県立盛岡農業高等学校農業科　卒業
Ｓ59.4　岩手町農業協同組合　入組
Ｒ7.3　新岩手農業協同組合　退組
Ｒ7.4　就農
　　　　　　　現在に至る

・水稲
・露地野菜
・果樹
・耕作面積180ａ

無
高齢化が進み離農者が多くなっている中、農地管
理について微力ながら協力できればと考えていま
す。

佐々木　由和 地域の農家の中核となっており、農家の信望もあり適確である。

2 久保 久保
クボ

　京子
キョウコ

51 女 農業

Ｈ8.3　岩手県立盛岡農業高等学校　卒業
Ｈ6.4　中川石油(株)　入社（アルバイト）
H18.12　中川石油(株)　退社
Ｈ19.4　就農
　　　　　　　現在に至る

・水稲
・耕作面積530ａ

無
早く仕事内容を覚えて先輩方と一緒に地域の農地
利用最適化活動に貢献したい。

久保地区自治振興連絡協議会　会長
佐々木　由和

地域の農家の中核となっており、適確である。

3 一方井 今松
イママツ

　一
カズ

広
ヒロ

63 男 農業

S55.3岩手県立盛岡農業高等学校　卒業
S56.4久保良商店　入社
H4.12久保良商店　退社
H5.3～就農
H29.7～農地利用最適化推進委員　　現在に至る

・水稲
・露地野菜
・耕作面積1,000ａ

無

これまでの農地利用最適化推進委員としての経験
を踏まえ、農地の集積化、遊休農地の発生防止、
担い手の育成などを推進する活動に努めた経験を
活かし岩手町農業の発展に貢献したい。

一方井地区自治振興会連絡協議会
会長　武田　茂

水田、畑作経営で大規模経営を実践しており、地域の受委託をするなど
リーダー的存在である。農業全般に識見があり、農地利用最適化推進委員
を歴任していて、地域の農業事情にも詳しく、適任である。

4 一方井 今松
イママツ

　三男
ミツオ

66 男 農業

S55.3高山短期大学　卒業
S55.4～H2.3日産プリンス神奈川販売(株)
H2.4～H21.1(有)田中建設
H21.2～H31.1(有)田村水道
H31.2　就農
R2.7～現在　農地利用最適化推進委員

・水稲
・露地野菜
・耕作面積300ａ

無
農地利用最適化推進委員として、遊休農地の発生
防止、解消のために日々の活動に努力します。

一方井地区自治振興会連絡協議会
会長　武田　茂

自らの農業経営のみではなく、稲作の受委託を行うなど、農業に意欲的に
取組んでいる。農地利用最適化推進委員の経験があり、地域の農業事情に
も詳しく、適任である。

5 一方井 遠藤
エンドウ

　輝美
テルミ

56 女 農業

H2.3　岩手県立農業短期大学　卒業
H2.4　(株)岩果　入社
H4.3　(株)岩果　退社
H11.4　岩手県立沼宮内病院　採用
H21.3　岩手県立沼宮内病院　退職
H21.4～　就農
R5.7～　農地利用最適化推進委員　　現在に至る

・果樹
・耕作面積350a

無
農地等の利用の最適化を推進するために、委員と
して、現場活動や、農業者等との話し合いの場へ
の参加に積極的に取組みます。

一方井地区自治振興会連絡協議会
会長　武田　茂

りんご生産者の中核として、果実や加工品の生産から販売まで6次産業化に
取り組んでいる。次代を担う子供たちの農業体験学習に積極的に協力して
いるほか、産直組合の役員など、食農教育や地域振興活動にも積極的に取
組んでいる。農業全般について識見があり。地域の農業事情にもくわし
く、適任である。

6 一方井 三浦
ミウラ

　誠
マコト

44 男 農業

H9.3岩手町立一方井中学校　卒業
H12.4(株)ケーヒン　入社
H14.3(株)ケーヒン　退社
H14.4～就農　　現在に至る

・露地野菜
・350a

無
農地利用最適化推進委員としての活動を通じて、
農地の集積、遊休農地の発生防止・解消のため、
地域に貢献したい。

一方井地区自治振興会連絡協議会
会長　武田　茂

次代を担う農業後継者として野菜生産に意欲的に取組み、農業全般に識見
があり適任である。

8 北山形・岩瀬張 細野
ホソノ

　清
セイ

悦
エツ

72 男 農業

S48.4岩手町農協　入組
H16.2岩手町農協　退組
H16.3就農　現在に至る
H20.7岩手町農業委員
H29.7岩手町農地利用最適化推進委員　現在に至る

・畜産肉牛
・耕作面積2,000a

無
岩手町農業の持続的発展に経験を活かし貢献に努
める。

北山形岩瀬張自治振興会連絡協議会
会長　幅　清一

農業者として、意欲的に地域に農業に取り組んでおり、今後の岩手町の農
業を担う存在として期待する。

9 北山形・岩瀬張 白椛
シラカバ

　誉
ホマレ

62 男 会社員

S58.3　岩手県立盛岡農業高等学校　卒業
S63.4　キロサ肉畜生産センター　入社
　　　　現在に至る

S63.4就農　現在に至る
R5.7岩手町農地利用最適化推進委員　現在に至る

・水稲
・露地野菜
・畜産肉牛
・耕作面積600a

無
農地等の利用の最適化を推進するために、委員と
して、現場活動や、農業者等との話し合いの場へ
の参加に積極的に取組みます。

北山形岩瀬張自治振興会連絡協議会
会長　幅　清一

農業者として、意欲的に地域に農業に取り組んでおり、今後の岩手町の農
業を担う存在として期待する。

10 水堀 早坂
ハヤサカ

　浩美
ヒロミ

65 男 農業

S51.3岩手県立沼宮内高等学校　卒業
S51.4(株)ミタケスキー　入社
S56.3(株)ミタケスキー　退社
S56.4岩手町農業協同組合　入社
R2.3岩手町農業協同組合　退職
R2.4就農　　現在に至る
R4.8岩手町農地利用最適化推進委員　　現在に至る

・露地野菜
・耕作面積18a

無 耕作放棄地・遊休農地の解消に向け活動したい。
水堀地区自治振興会連絡協議会
会長　北構　政美

・地域住民の中心的な存在であり、責任感旺盛、人望も厚い。また、現在
行政連絡員として地域活動に貢献しています。
・元農協職員としての知識を活かして岩手町農地利用最適化推進委員を３
年間務めた実績を持ち、即戦力として適任であると確信しています。

11 水堀 朽木
クチキ

　ヨシミ 74 女 農業

S42.3岩手町立水堀中学校　卒業
S42.4就農　　現在に至る
H元.9(株)ケーヒン　入社
H26.12株)ケーヒン　退社
S53.4岩手町婦人消防協力隊　入隊
H16.4岩手町婦人消防協力隊隊長　就任
H28.3岩手町婦人消防協力隊　退任
H28.4岩手町婦人消防協力隊顧問　　現在に至る
R5.7岩手町農地利用最適化推進委員　　現在に至る

・肉牛
・露地野菜
・耕作面積271a

無

就農しながら耕作放棄地や遊休農地解消に努めて
きました。また地域の防災活動に努めてきまし
た。これからも地域に貢献できるよう頑張りま
す。

水堀地区自治振興会連絡協議会
会長　北構　政美

・長期にわたり地域住民の中心的な行動は、地域住民から信頼されていま
す。また、岩手町婦人消防協力隊に入隊し地域防災活動にも貢献していま
す。
・その活動が評価され婦人消防協力隊長を12年間務めています。退任後は
就農しながら婦人消防協力隊の顧問として後輩の育成に貢献しています。
・地域の実情を把握し、岩手町農地利用最適化推進委員を３年間務めた経
験があり即戦力として適任であると確信しています。

14 川口 白籏
シラハタ

　康夫
ヤスオ

70 男 農業

S52.3谷村電子専門学校　卒業
S52.4協和商事(株)　入社
S54.3協和商事(株)　退社
S54.4岩手中央自動車学校　入社
S63.4岩手中央自動車学校　退社
S63.4鶴岡自動車学園　入社
H4.3鶴岡自動車学園　退社
H4.4～H5.9太田タクシー　勤務
H5.10岩手中央自動車学校　入社　現在に至る
H29.7岩手町農地利用最適化推進委員　現在に至る

・水稲
・露地野菜
・耕作面積70a

無
農地利用最適化推進委員を３期務め、今後とも農
地等の活用について尽力していきたいと思ってい
ます。

川口地区自治振興会連絡協議会
会長　佐々木　義昭

農地利用最適化推進委員を３期務めた実績があり、適任である。

15 川口 浦田
ウラタ

　孝則
タカノリ

65 男 農業

S54.3盛岡工業高校　卒業
S54.4日本国有鉄道　入社
R3.12JR東日本　退社
R5.7岩手町農地利用最適化推進委員　　現在に至る
S54.4　就農（兼業）　現在に至る

・水稲
・露地野菜
・耕作面積150a

無
農地利用最適化推進委員を１期務めた経験を活か
し、今後とも職務を果たすよう尽力していきたい
と思っています。

川口地区自治振興会連絡協議会
会長　佐々木　義昭

農地利用最適化推進委員を１期務めた実績があり、適任である。

農地利用最適化推進委員の推薦をする者の名称及び推薦理由

岩手町農業委員会農地利用最適化推進委員の候補者の推薦又応募の一覧（結果）

1.推薦を受けた者の数　　　　12名

【推薦受けた者の状況】

農地利用最適化推進委員の推薦を受ける者


